
教員の養成に係る教育の質の向上に係る取組に関すること 

幼児教育学科（幼二種免） 

 

(1) 教職志望者に対しては、クラス担任による支援のほか、実習担当の教員が連携をとりながら相

談・指導を行っている。また、学科教員全員が分担して事前指導、訪問指導、事後指導に当たっ

ている。 

 

(2) 「保育実習指導Ⅰ・Ⅱ」「保育者論」「保育・教職実践演習」等の専門科目において、幼稚園等の

保育現場から講師を招き、教職の意義や内容について指導を依頼している。 

 

(3) 付属幼稚園との連携・協同による養成を図っている。1年次前期から継続的に観察実習を中心と

した実習を行い、幼児教育への関心と子ども理解の基礎的な力を身に付させるとともに、ボラ

ンティア活動として園の行事に参加させるなど日常的に子どもたちと触れる機会を与えること

により実践的な指導力を身に付させている。 

 

(4) 教育実習園との懇談会を開催している。事前・事後指導も含めた教育実習のあり方について協

議し、実習の改善を図っている。 

 

(5) 2年次後期授業では、現場を意識した具体的、実践的な教育力の伸長を図っている。「保育・教

職実践演習」では学生に「遊びの広場」を企画・運営させている。 

 

(6) 同じく、2年次後期授業では、総合的な教育力の伸長を図っている。「子どもと遊び」では園生

活での行事「運動会」や「劇遊び」を企画・運営し、行事を教育的価値の高い活動へと導く実践

的演習を行っている。 

 

 

 

 


